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1 章
はじめに
本章では、VMware™ ESX Server™の紹介と本ガイドの説明を行います。

• 本ガイドについて (p.7)

• テクニカルサポート (p.7)

• VMware Web サイト (p.7)

• ESX Server ドキュメント (p.8)

• VMware ニュースグループ (p.8)

• トラブルの報告 (p.8)
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VMware ESX Server にようこそ
VMware ESX Server は、高性能環境のサーバを統合し、パーティション分割
する仮想マシン ソフトウェアです。本製品を使えば、物理コンピュータを
論理的なコンピューティングリソースの集合体へと変換することができま
す。また、物理サーバを安全な仮想マシン サーバに分割することが可能で
す。オペレーティングシステムやアプリケーションは、単一のハードウェア
に存在する、複数の仮想マシン サーバに隔離されます。こうすれば、リ
ソースを必要な時に必要なオペレーティングシステムやアプリケーションに
割当てることができます。

本製品は、高度なリソース管理機能を備え、コスト効率の良い、スケーラビ
リティに優れた仮想マシンプラットフォームです。

企業の IT 部門やサービスプロバイダのデータセンターに最適な VMware ESX 
Server では、以下のことが可能です。

• サーバの統合：アプリケーションやインフラストラクチャ サービスを、
スケーラビリティ及び信頼性に優れた少数のエンタープライズクラス
のサーバ上に統合することができます。

• 高可用性の確保とディザスタリカバリの実現：統一され、安定したプ
ラットフォームを使用することにより、より多くのサービスを提供し、
新しいソリューションをより迅速かつ効率的に展開できるようになり
ます。重要なデータを安全で隔離された仮想サーバに保存することに
より、物理サーバの脆弱性から保護することが可能です。

• サービスレベルの保証：社内サービスプロバイダとして、IT 部門が
CPU、メモリ、ディスク帯域幅、ネットワーク帯域幅といったサーバリ
ソースを最適パフォーマンスレベルで保証できるため、 顧客へのサービ
スが向上します。

• 開発とテストの合理化：ソフトウェア開発者や品質管理エンジニアが、
複数のマシン環境を使って効率的に作業を行い、より短期間により少
ないハードウェアを使って、より現実的なテストを構築できます。
www.vmware.com6



第 1 章  はじめに
VMware ESX Server の仕組み
VMware ESX Server は直接システムハードウェア上で稼動し、複数のオペ
レーティングシステムを展開、管理、リモート管理するための安全で統一さ
れたプラットフォームを提供します。

VMware ESX Server を使えば、 

• 専用システムで実行していたアプリケーションを、より信頼性が高く
スケーラブルな単一のシステムに存在する個別の仮想マシンに移動で
きます。

• サーバをあらゆるロケーションからリモート管理できるため、サーバ
の保守作業が簡易化されます。

• 高度なリソース管理機能によって、サービスレベルを保証することが
できます。

• 一般的な監視作業及び管理作業をスクリプト化できます。

• 新しく物理システムを追加せずに、処理能力を増加させることができ
ます。

本ガイドについて
本書「ESX Server インストールガイド」は、ESX 2.1 Server のインストール及
びアップグレードの手順と VMware Management Interface（管理インター
フェイス）を使ったサーバへのアクセス方法を解説したものです。

対象読者
本マニュアルに記載されている情報は、Windows または Linux のシステム
アドミニストレータとしての経験をお持ちのユーザーで、 ESX Server をイン
ストールする必要がある方を対象としています。

テクニカルサポート

VMware Web サイト
最新のドキュメント及びテクニカルサポートは、弊社Webサイト
（www.vmware.com/support/）にてご覧いただけます。トラブルシューティン
グに関する情報の検索は、知識ベースをご利用ください。
7
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ESX Server ドキュメント
ESX Server 関連ドキュメントには、以下のものがあります。 

• ESX Server 運用ガイド

• ESX Server インストールガイド

• VMware Scripting API User's Manual

• ESX Server Systems Compatibility Guide

• ESX Server I/O Adapter Compatibility Guide

• ESX Server SAN Compatibility Guide

• ESX Server Backup Compatibility Guide

VMware ニュースグループ
VMware ニュースグループは、ユーザーの相互補助を目的としたプライマリ
フォーラムです。 ここで様々な問題や迂回方法、修正方法の情報を収集、提
供することをお勧めいたします。弊社スタッフがニュースグループに目を通
して情報提供を行うこともありますが、これは公式なサポートの場ではあり
ません。弊社のNNTP ニュースサーバは news.vmware.comに存在します。

下記のグループは、ESX Server 関連の問題を専門に扱っています。
vmware.esx-server

VMware Community ディスカッション フォーラム
VMware Community は、弊社Webサイトが提供する一連の組織化された
ディスカッションフォーラムで、すべての VMware ユーザーにご参加いた
だけます。フォーラムでは、VMware Community メンバーが互いに情報交
換を行い、技術的な質問をしたりコメントを発表したりします。弊社スタッ
フがフォーラムをモニタし、必要な場合は質問に返答いたします。VMware 
Community ディスカッションフォーラムには、www.vmware.com/community/

index.jspaから参加いただけます。

トラブルの報告
トラブルを報告される場合は、以下の情報を準備してください。
シリアル番号は、必ず登録しておいてください。サポートを弊社に直接リク
エストする場合は、弊社Webサイト（www.vmware.com/requestsupport）のサ
ポートリクエストフォームを使ってトラブルの報告を行ってください。

弊社にサポートをリクエストする時は、/usr/bin/vm-supportスクリプ
トをサービスコンソールから実行し、生成される esx-<date>-<unique-
xnumber>.tgzファイルを保存しておいてください。このスクリプトは、
www.vmware.com8
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第 1 章  はじめに
ESX Server システムと構成に関する必要な情報及び ESX Server のログファイ
ルを全て収集してパッケージ化します。発生したトラブルの解析には、この
情報が使用されます。

• 仮想マシンが不正に終了した場合あるいはクラッシュした場合は、その
ログファイル（.vmxファイルと同じディレクトリにある vmware.log）
を保存し、またコアファイル（同じディレクトリにある coreまたは
vmware-core）があればそれも保存しておいてください。さらに、そ
の仮想マシンの構成ファイル（.vmx）も保存し、トラブルを再現する
のに役に立つと思われる情報がありましたらそれも記録しておいてく
ださい。

• 物理ハードウェア及びトラブルが発生した仮想マシンで実行されてい
たソフトウェア（オペレーティングシステム及びアプリケーション）
に関する情報を記録しておいてください。この情報は、サポートのリ
クエスト時に必要となることがあります。

通常 VMkernel で問題が発生した場合、しばらくエラー画面が表示さ
れ、その後マシンが再起動します。マシンを構成する際に VMware コ
アダンプ パーティションを指定した場合は、VMkernel がコアダンプと
エラーログを生成します。VMkernel でさらに重大な問題が発生した場
合は、エラー画面やコアダンプが表示、生成されることなく、マシン
がフリーズすることもあります。

弊社に直接トラブルを報告する場合、その問題が発生する前に行った
作業を記述してください。この情報をサポートリクエストに記入し、
サービスコンソールの /var/log/messagesの内容も添えてくださ
い。また、コアダンプやエラーログが存在する場合は、それも提出し
てください。これは、マシンの再起動後に、/rootディレクトリに存
在する vmkernel-core.<date>及び vmkernel-log.<date>とい
う名前のファイルで見つけることができます。
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2 章
システム要件
本章では、ESX Server を実行するための要件を記載します。

• サーバのハードウェア要件 (p.12)

• サーバの最低要件 (p.12)

• 高パフォーマンスを達成するための推奨構成 (p.13)

• 物理マシンの最大仕様 (p.14)

• リモート管理ワークステーションの要件 (p.15)

• 対応ゲストOS (p.17)

• 仮想マシンの仕様 (p.17)

• レガシーデバイス (p.18)
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サーバのハードウェア要件
対応ハードウェアに関する情報は、弊社Webサイト（www.vmware.com/

support/）から「VMware ESX Server Hardware Compatibility Guide」をダウン
ロードしてください。

サーバの最低要件
ESX Server をインストールして使用するには、以下のハードウェア及びシス
テムリソースが必要です。

• 最低 2個、最大 16個のプロセッサ：

• ESX Server 向けに Intel® 700MHz Pentium® III Xeon 以降

• Virtual SMP 向けに Intel® 900MHz Pentium® III Xeon 以降

• 最低 512MB の RAM

• 2 個以上のイーサネットコントローラ。対応コントローラは以下の通り
です。

• Broadcom® NetXtreme 570x Gigabit コントローラ

• Intel PRO/100 アダプタ

• Intel PRO/1000 アダプタ

• 3Com® 9xx ベースのアダプタ

注意： 最大限のパフォーマンスとセキュリティを確保するには、サー
ビスコンソールと仮想マシンでは別のイーサネットコントローラを使
用することをお勧めします。

• SCSI アダプタ、Fibre Channel アダプタまたは内部 RAID コントローラ 

対応ベーシック SCSI アダプタは、 Adaptec®、LSI Logic 及びほとんどの
NCR™/Symbios™ SCSI アダプタです。対応 RAID アダプタは、HP® Smart 
Array、Dell® PercRAID (Adaptec RAID 及び LSI MegaRAID)、ServeRAID™

及びMylex® RAID デバイスです。対応 Fibre Channel アダプタは、
Emulex™及びQLogic™アダプタです。

対応 SCSI コントローラは、Adaptec® Ultra-160 と Ultra-320、LSI Logic 
Fusion-MPT 及び ほとんどのNCR/Symbios™ SCSI コントローラです。対
応 RAID コントローラは、HP® Smart Array、Dell® PercRAID (Adaptec 
RAID 及び LSI MegaRAID)、IBM® (Adaptec) ServeRAID 及びMylex RAID コ
www.vmware.com12



第 2 章  システム要件
ントローラです。対応 Fibre Channel アダプタは、Emulex™ 及び
QLogic™ホストバスアダプタ (HBA) です。

• SCSI ディスク、Fibre Channel LUN または未パーティション領域を持つ
RAID LUN。最小構成では、このディスク /RAID をサービスコンソール
と仮想マシンで共有します。

高パフォーマンスを達成するための推奨構成
• 1 個以上のドライブを持つ、仮想マシン専用の 2つ目のディスクコント
ローラ

• 各仮想マシンとサービスコンソールに十分な RAM

• ネットワークが重要な仮想マシンには専用のイーサネットカード

上記一覧は基本構成です。実際は、SCSI ディスク、Fibre Channel LUN、
RAID LUN のいずれかの物理ディスクを複数使用することも可能です。最高
のパフォーマンスを実現するためには、仮想マシンが使用する全データを、
仮想マシンに割当てられている物理ディスクに保存する必要があります。こ
のため、このような物理ディスクには、全仮想マシンが使用するディスクイ
メージを格納するだけのサイズが必要となります。

同様に、全仮想マシンとサービスコンソールには十分な RAMを準備する必
要があります。サービスコンソールに関するバックグランド情報及び必要な
RAMの算出方法に関しては、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧くだ
さい。

注意： 最高の I/O パフォーマンスとワークロード管理を実現するために、
VMware ESX Server は対応デバイスに対して独自のドライバを提供していま
す。サーバで使用予定のデバイスがサポートされていることを確認しておい
てください。I/O デバイスの互換性に関する詳細は、弊社Webサイト
（www.vmware.com/support/）から「VMware ESX Server I/O Adapter 
Compatibility Guide」をダウンロードして確認いただけます。

ESX Server の仮想マシンは、SCSI ディスクをサービスコンソールと共有する
ことができます。ただし、サービスコンソールとは別の SCSI アダプタ及び
ディスクを仮想マシンに使用させれば、ディスクパフォーマンスを強化する
ことが可能です。各仮想マシンにゲストOSとアプリケーションをインス
トールするのに十分な空きディスク領域が、使用予定のディスクに存在する
ことを確認しておいてください。
13
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物理マシンの最大仕様
ストレージ

• 各 ESX Server システムにつき 16 個のホストバス アダプタ

• 各ストレージアレイにつき 128 個の論理ユニット番号 (LUN) 

• 各 ESX Server システムにつき 128 個の LUN

VMware ファイルシステム (VMFS)
• 各 ESX Server システムにつき 128 個の VMFS ボリューム

• 各 VMFS ボリュームの最大物理エクステント：

• VMFS-2 ボリューム：32 個の物理エクステント

• VMFS-1 ボリューム：1個の物理エクステント

• 各物理エクステントにつき 2TB

• 各 VMFS ボリュームの最大サイズ：

• VMFS-2 ボリューム：約 64TB（各物理エクステントにつき最大 2TB ）

• VMFS-1 ボリューム：約 2 TB

CPU
• 各システムにつき16個の物理プロセッサ

• 各 ESX Server システムにつき全仮想マシンで 80 個の仮想 CPU

メモリ
• 各 ESX Server システムにつき 64GB の RAM

• 最大 8個のスワップファイル（各スワップファイルの最大ファイルサイ
ズは 64GB）

アダプタ
• 各システムにつき全種類のアダプタ（ストレージ及びネットワークア
ダプタを含む）を合わせて 64個

• 各システムにつき最大 8個のギガビット イーサネット、または 16 個の
10/100 イーサネットポート

• 各仮想ネットワークデバイス（vmnicまたは vmnetアダプタ）につき
最大 32台の仮想マシン 
www.vmware.com14
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リモート管理ワークステーションの要件
リモートワークステーションは、ESX Server 管理ツールの起動に使用する
Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP または Linux システムです。
ESX Server のアドミニストレータは、以下の 2つのツールを使って ESX 
Server システムをセットアップ、管理することができます。

• VMware Management Interface（管理インターフェイス）ーWebブラ
ウザを使用するグラフィカルインターフェイス

• VMware Remote Console（リモートコンソール）ーコマンドラインの
インターフェイスを使用する単独のアプリケーション

ハードウェア要件
• 標準の x86 ベースのコンピュータ

• 266MHz 以上のプロセッサ

• 最低 64MB の RAM

• 基本インストールに 10MB の空きディスク領域が必要です。

ソフトウェア ー Windows リモートワークステーション 
• Windows XP Professional 

• Windows 2000 Professional、Server または Advanced Server 

• Service Pack 6a を適用したWindows NT 4.0 Workstation または Server

• VMware Management Interface は以下のブラウザを使用します。

• Internet Explorer 5.5 または 6.0（パフォーマンス上の理由から、6.0 を
強く推奨いたします） 

• Netscape Navigator® 7.0

• Mozilla 1.x

ソフトウェア ー Linux リモートワークステーション
glibc version 2以降および次のいずれかが構成された一般的なLinuxディス
トリビューションと互換性を持ちます。

• シングルプロセッサシステムの場合：2.0.x シリーズのkernel 2.0.32以降、
2.2.x シリーズのカーネルまたは 2.4.x シリーズのカーネル

• マルチプロセッサシステムの場合：2.2.x シリーズのカーネルまたは 2.4.x
シリーズのカーネル
15
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• VMware Management Interface は以下のブラウザを使用します。

• Netscape Navigator 7.0

• Mozilla 1.x
www.vmware.com16
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対応ゲストOS
下記の表は、ESX Server 2.1 でサポートされているゲストOSの一覧です。
VMware Virtual SMP がサポートされている場合は、デュアル仮想 CPU構成
向けの SMPの箇所に「可」と記されています。

仮想マシンの仕様
各 ESX Server マシンは、1台の ESX Server 上で仮想マシンの仮想 CPU を最
大 80 個まで（また登録済み仮想マシンを最大 200 台まで）サポートしま
す。いずれの仮想マシンも以下の機能と仕様を提供します。

仮想ストレージ
• 各仮想マシンにつき 4個のホストバスアダプタ

• 各ホストバスアダプタにつき 15個のターゲット

• 各仮想マシンにつき60個のターゲット、全仮想マシンで同時に256個の
ターゲット

ゲストOS SMP

Windows Server 2003 (Enterprise、Standard 及びWeb 
Editions)

可

Windows XP Professional (Service Pack 1) 不可

Windows 2000 Server (Service Pack 3 または 4) 可

Windows 2000 Advanced Server (Service Pack 3 または 4) 可

Windows NT 4.0 - Service Pack 6a 不可

Red Hat Linux 7.2、7.3 及び 8.0 不可

Red Hat Linux 9.0 不可

Red Hat Enterprise Linux (AS) 2.1 及び 3.0 可

SuSE Linux 8.2 不可

SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 8 可

Novell NetWare 6.5、6.0 (Support Pack 3) 及び 5.1 (Support 
Pack 6)

不可
17
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仮想プロセッサ
• Intel Pentium II 以降（システム プロセッサによって決まります）

• 各仮想マシンにつき 1個または 2個のプロセッサ

注意： デュアル仮想CPUの仮想マシンを作成するには、ESX Server マ
シンに最低 2個の物理プロセッサが構成されていなければなりません。
また、 ESX Server 向け VMware Virtual SMP 製品の購入が必要となります。

仮想チップセット
• NS338 SIO チップが構成された Intel 440BX ベースのマザーボード

仮想 BIOS
• PhoenixBIOS™ 4.0 Release 6 

仮想メモリ
• 各仮想マシンにつき最大 3.6GB

仮想 SCSI デバイス
• 各仮想マシンに最大4個の仮想SCSIアダプタ、各アダプタに最大15個のデバイス

• 各仮想ディスクにつき 9TB

仮想イーサネットカード
• 各仮想マシンにつき最大 4個の仮想イーサネットアダプタ

注意： 各仮想マシンの仮想PCI スロットは合計5個です。SCSI とイーサ
ネットを合わせた仮想アダプタの合計が5個を超えることはできません。

仮想 FDドライブ
• 各仮想マシンにつき最大 2個の 1.44MB FD ドライブ

仮想 CD-ROM
• 各仮想マシンにつき最大 2個のドライブ

レガシーデバイス
仮想マシンでは、以下のレガシーデバイスも利用できます。ただしパフォー
マンス上の理由から、このようなデバイスの使用は推奨いたしません。

仮想シリアル (COM) ポート
• 各仮想マシンにつき最大 2個のシリアルポート

仮想パラレル (LPT) ポート
• 各仮想マシンにつき 1個の LPT ポート
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3 章
ESX Server のインストールと構成
本章では、ESX Server のインストールと構成方法について解説します。

• ソフトウェアをサーバにインストール (p.20)

• VMware ESX Server のインストール (p.22)

• ESX Server からのセキュリティ証明を承認 (p.50)

• System Configuration Wizard を使ってサーバを構成 (p.56)

• サーバに追加のハードウェアをインストール (p.68)

• 前バージョンの ESX Server からのアップグレード (p.70)
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ソフトウェアをサーバにインストール
このインストールガイドでは、VMware ESX Server ソフトウェアをサーバに
インストール、構成するプロセスを順を追って説明していきます。

仮想マシンの作成と設定方法、リモートワークステーションからの仮想マシ
ンの管理方法、VMware ESX Server の上級機能を使った作業に関しては、
「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧ください。

このセクションでは、以下の説明を行います。

• インストールを開始する前に (p.20)

• VMware ESX Server のインストール (p.22)

注意： 前バージョンの ESX Server からアップグレードを行う場合、フルイ
ンストレーションに比べて、短時間で簡単に作業を行うことができます。詳
しくは、「前バージョンの ESX Server からのアップグレード (p.70)」をご覧
ください。

インストールを開始する前に
VMware ESX Server のインストールには、次のものが必要です。

• VMware ESX Server ソフトウェア CD（VMware Service Console、 VMware 
ESX Server ソフトウェア及び VMware Remote Console ソフトウェアが
含まれます）。

• ESX Server のシステム要件を満たすコンピュータ。詳細は、「サーバの
ハードウェア要件 (p.12)」をご覧ください。

VMware ESX Server のインストールプロセスでは、次のソフトウェアがイン
ストールされます。

• Service Console（サービスコンソール） ー Red Hat Linux 7.2 インスト
レーションの修正版をベースにしており、仮想マシンの構成、起動、
管理に使用されます。

• VMkernel ー システムハードウェア及びサーバ上で稼動する仮想マシン
を管理します。ユーザーは、サービスコンソールを使って VMkernel と
通信します。

VMkernel はマシン上の全オペレーティングシステムを管理します。こ
れには、サービスコンソールも各仮想マシンで実行されるオペレー
ティングシステムも含まれます。
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• VMkernel モジュール ー 高速デバイス I/O をサポートし、VMkernel の実
行時に機能（ネットワークトラフィック フィルタ等）を追加できるよ
うになります。

インストールの準備
インストール中に次のネットワーク情報が必要となりますので、確認しておい
てください。

• ESX Server をインストールするサーバの IP アドレス

• そのサーバのホスト名（サーバの完全なドメイン名が必要な場合もあ
ります）

• サーバのサブネット向けネットマスク

• ゲートウェイの IP アドレス

• ネームサーバの IP アドレス

• オプションとして、1台あるいは 2台の代理ネームサーバのアドレス

さらに、そのサーバで何台の仮想マシンを実行する予定であるか、おおよそ
の数字を考えておいてください。インストール中に、メモリをサービスコン
ソールに割当て、スワップスペースを作成しなければなりません。この際、
サーバで実行される仮想マシンの台数が多いほど、 必要なメモリとスワップ
スペースも大きくなります。
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VMware ESX Server のインストール
VMware ESX Server は、2通りの方法でインストールすることができます。

• グラフィカル インストーラ ー グラフィカルな、マウスベースのインス
トールプログラムを使って ESX Server をインストール、アップグレー
ドします。推奨インストール方法です。

• テキストモード インストーラ ー スクリーンベースのインターフェイス
を使って ESX Server をインストール、アップグレードします。システ
ムに ESX Server がサポートしていないグラフィックチップが使用され
ている場合、あるいはグラフィカルインストーラを使用するとキー
ボードやマウスが正常に動作しない場合は、このインストール方法を
選択してください。

注意： このオプションを選択した場合、サーバのインストール後に
VMware Management Interface（管理インターフェイス）を使って、さ
らに構成作業を実行する必要があります。詳細は、「System 
Configuration Wizard を使ってサーバを構成 (p.56)」をご覧ください。

このセクションでは、以下の説明を行います。

• グラフィカル インストーラを使ってインストール

• テキストモード インストーラを使ってインストール

グラフィカル インストーラを使ってインストール
ここでは、グラフィカル インストーラを使ったサーバマシンへの ESX Server
ソフトウェアのインストール方法を解説していきます。

注意： ESX Server グラフィカルインストーラのインターフェイスのアクショ
ンは全て、<Tab> キーやスペースバー、カーソルキーまたは <Enter> キー
を使って実行できます。

サーバは、次の手順でインストールします。

1. サービスコンソールで使用するイーサネットアダプタに、ネットワー
クケーブルが接続されていることを確認してください。マシンにネッ
トワークカードが存在することを ESX Server インストーラが正しく検
知するには、これが必要となります。
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2. VMware ESX Server の CDを CD-ROMドライブに挿入して、マシンをパ
ワーオンします。ESX Server がブートプロセスを開始します。

[Welcome] 画面が表示されます。
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3. [Next] をクリックするとインストールが開始され、[Installation Type] 画
面が表示されます。

[Installation Type] 画面には 3つの選択肢が表示されます。

• [Install Default] ー このオプションを選択するとフルインストールが実
行され、指定したパーティションに既に保存されていた情報はすべ
て破壊されます。

• [Install Custom] ー このオプションを選択するとフルインストールが
実行されます。また、キーボードとマウスの構成オプションを選択
することができます。

• [Upgrade Existing System] ー このオプションは、既存の ESX Server イ
ンストールをアップグレードします。

4. ESX Server を新しいシステムにインストールするには、[Install Default]
または [Install Custom] を選択します。

前バージョンの ESX Server が存在するシステムに ESX Server をインス
トールするには、[Upgrade Existing System] を選択してから「前バー
ジョンの ESX Server からのアップグレード (p.70)」の手順に従ってくだ
さい。
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5. [Install Default] を選択した場合は、ステップ 9に進んでください。

[Install Custom] を選択した場合は、[Keyboard Configuration] 画面が表
示されます。

6. 使用されているキーボードのモデル、レイアウト、デッドキー設定を
選択してください。

7. [Next] を選択して先に進みます。[Mouse Configuration] 画面が表示さ
れます。
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8. 使用されているシステムのマウスの種類を正確に選択してください。

マウスの接続先コネクタの形状が丸い場合、ご使用のマウスは PS/2 か
Bus マウスです。長方形の場合は、シリアルマウスです。完全に一致す
るものを見つけてください。完全に一致するものが見つからない場合
は、ご使用のマウスと互換性を持つマウスの種類を選択してください。
もしくは、該当するGenric マウスの種類を選択します。

ESX Server のグラフィック環境（X ウィンドウシステム）は、3ボタン
マウス を使用するように設計されています。2ボタンマウスを使用さ
れている場合は、[Emulate 3 Buttons] オプションを選択してください。
インストール後、両方のマウスボタンを同時にクリックして、真ん中
のマウスボタンの代わりとすることができます。

9. [Next] を選択して先に進みます。[End User License Agreement] 画面が
表示されます。

10. エンドユーザーライセンス契約書に目を通して、[I accept the terms in 
the license agreement] にチェックマークを付けてください。
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11. [Next] を選択すると、[VMware ESX Serial Numbers] 画面が表示されま
す。 

12. ESX Server のシリアル番号を [VMware ESX Server] フィールドに入力し
てください。

注意： シリアル番号の入力を行わなくてもインストールは終了できま
す。その場合、後でシリアル番号を入力することができます。ただし、
この手順を省略すると、ESX Server で仮想マシンを起動することができ
ません。

13. ESX Server 向け VMware Virtual SMP のライセンスを購入された場合、仮
想マシンに 1個以上の仮想プロセッサを構成できるように、[VMware 
Virtual SMP for ESX Server] フィールドにそのシリアル番号を入力してく
ださい。シリアル番号を入力すると、ESX Server 向け VMware Virtual 
SMP がインストールされます。

14. [Next] を選択すると、[Device Allocation] 画面が表示されます。
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15. システムデバイスのセットアップ方法を指定します。

サービスコンソールを構成します（予約メモリ、SCSI ストレージコン
トローラ、イーサネットコントローラ等）。

[Reserved Memory] ー サービスコンソールのデフォルト予約メモリは
192MB です。これは最大 8台の仮想マシンを同時に管理するのに十分
な量です。同時に 16台以下の仮想マシンを管理したい場合はこの値を
272MB に、32 台以下の仮想マシンを管理したい場合は 384MB に、32
台より多くの仮想マシンを管理したい場合は 512MBに変更してくださ
い。 最大数の仮想マシンを管理するには 800MB を選択してください。

[SCSI Storage Controller] ー サービスコンソールやサーバ上の仮想マシ
ンが使用するストレージアダプタを割当てます。サービスコンソール
と仮想マシンが共に最低 1個のデバイスにアクセスできるようにして
おいてください。特定のアダプタやアレイをサービスコンソールと仮
想マシンの両方で使用する場合は、その SCSI アダプタまたは RAID ア
ダプタを共有させてください。SCSI または RAID デバイスを割当てる場
合、デバイス割当は PCI カードデバイス単位で行われます。割当てた
SCSI や RAID アダプタには、複数の SCSI/RAID ディスク、CD-ROMドラ
イブ、テープドライブ等のデバイスを接続することが可能です。

仮想マシンにできるだけ多くの SCSI/RAID デバイスを割当てることに
よって、仮想マシンが大容量記憶リソースの大半を使用できるように
しておいてください。サービスコンソールには、サービスコンソール
と ESX Server が起動するディスクが必要なため、SCSI ディスクがない
場合は、少なくとも 1個の IDE ディスクをサービスコンソールに割当
てる必要があるかもしれません。 
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[Ethernet Controller] ー サービスコンソールやサーバ上の仮想マシンが
使用するネットワークアダプタを割当てます。サービスコンソールと
仮想マシンが共に最低 1個のデバイスにアクセスできるようにしてお
いてください。一般的に、仮想マシンにはできるだけ多くのネット
ワーク アダプタを割当ててください。こうすれば、ネットワーク リ
ソースの大半が仮想マシン専用に割当てられるようになります。本来、
サービスコンソールは管理インターフェイスですので、サービスコン
ソールに割当てるリソースは最低限に抑えます。ただし、ESX Server マ
シンをリモート管理するために、少なくとも 1個のイーサネット デバ
イスをサービスコンソールに割当てる必要があります。

16. [Next] を選択すると、[Disk Partitioning Setup] 画面が表示されます。 

ディスクのパーティション方法を指定します。

[Disk Partitioning Setup] 画面には、ディスクパーティションの種類とし
て 2 つの選択肢が表示されます。

[Manual Partitioning] ー 各パーティションを手作業で作成します。既存
のパーティションは必ず削除しておいてください。

[Automatic Partitioning] ー インストーラがディスク上にパーティション
を見積もり、作成します。自動的に指定されたパーティションは、作
成後に変更することができます。自動パーティショニングを選択した
場合でも、システムからどのデータを削除するか（あるいはデータを
削除しないか）に関してある程度ユーザーが決定することができます。

17. ディスクパーティションの種類を、[Manual Partitioning] と [Automatic 
Partitioning] から選択してください。
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18. [Automatic Partitioning] を選択した場合、次のオプションから選択して
ください。

[Remove all partitions] ー システム上の全パーティションを削除します。

[Remove all partitions except VMFS] ー VMFS パーティション（ここに仮
想マシンが保存されています）を残し、それ以外のシステム上の全
パーティションを削除します。

[Installation Drives] ー 選択可能なハードドライブを一覧表示します。こ
の一覧は、ESX Server インストーラが検知したハードドライブに基づい
て作成されます。選択したハードドライブにサービスコンソールがイ
ンストールされます。

19. [Next] を選択して先に進みます。[Automatic Partitioning] を選択した場
合、[Partitioning] 画面に ESX Server が作成したパーティションが一覧
表示されます。
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[Manual Partitioning] を選択した場合、[Disk Setup] 画面にはドライブと
利用可能なスペースのみが表示されます。

パーティションを自動的に作成した場合も、手動で作成した場合も、
ESX Server システムは最低 3つのパーティションを必要とします（下記
参照）。4つ目のパーティションは、空きスペースを使用して複数の論
理パーティションに分けることができます。

20. パーティションを作成するには、[New] を選択してください。

21. パーティションを変更するには、カーソルキーを使って修正するパー
ティションを選択してから、[Edit] を選択します。

メインブートディスク以外のディスクにパーティションを作成しない
でください。[Add Partition] 画面が表示されます。[Edit] を選択すると、
指定したパーティションの情報が画面にあらかじめ読み込まれます。
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22. 最初のパーティションを作成します。マウントポイントを /bootに設
定し、タイプを ext3 に、サイズを 50MBに設定してください。

23. 2 番目のパーティションを作成します。マウントポイントを設定せず、
タイプは swap に、サイズはサービスコンソールに割当てるメモリの 2
倍に設定してください。

サービスコンソールへのデフォルトメモリ割当量 192MBは、仮想マシ
ンを 8台まで管理するのに適当な値です。サービスコンソールにこの
メモリ量を使用する予定であれば、スワップパーティションのサイズ
を 384MB に設定します。

サービスコンソールに予約するメモリ量は、16 台以下の仮想マシンで
は 272MB に、32 台以下の仮想マシンでは 384MBに、32 台より多い場
合は 512MB に、最大数の仮想マシンでは 800MBになりますので、そ
れに応じてスワップパーティションのサイズをそれぞれ 544MB、
768MB、1024MB、1600MB に変更してください。

サービスコンソールで対応アプリケーションを実行する予定であれば、
サービスコンソールに予約するメモリ量を増やしてください。十分なメモ
リ量を決定するには、上記に従って決定したサービスコンソールの予約メ
モリ量に各アプリケーションが必要とするメモリ量を足してください。
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24. 3 番目のパーティションを作成します。マウントポイントを /に、タ
イプを ext3 に、サイズを約 2500MB に設定してください。

注意： ESX Server マシンからリモートインストールあるいはスクリプト
によるインストールを実行する予定であれば、サービスコンソールに
約 2.5GB のディスクスペースを割当てることを推奨します。インスト
レーション スクリプトを実行して ESX Server のインストール CD-ROM
の内容をコピーするには、約 460MB のスペースが必要です。

25. [Add/Edit Partition] 画面で [OK] を選択します。

26. [Partitioning] 画面で [Next] を選択すると、[Network Configuration] 画面
が表示されます。

27. ネットワークパラメータを入力してください。
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オプションには次のものがあります。

• [DHCP] ー ESX Server システムが起動する度に、このプロセスがネッ
トワーク設定を決定します。

注意： このオプションを選択するには、使用しているDNS サーバが
サービスコンソールのホスト名を動的に生成された IP アドレスに
マッピングできなければなりません。DHCP ベースのサービスコン
ソールをセットアップする際の手順と注意事項に関しては、
「VMware ESX Server 運用ガイド」を参照してください。

• [IP address] ブロック ー [Hostname] フィールドにホスト名を、[IP 
Address] フィールドに IP アドレスを、 [Netmask] フィールドにネット
マスクを、[Gateway] フィールドにネットワークゲートウェイを、
[Primary DNS] と [Secondary DNS] フィールドにはプライマリネーム
サーバとセカンダリネームサーバを入力します。

注意： ドメインを使用して実行する場合は、完全なドメイン名も入
力してください。

注意： ネットワークカードが存在しない場合、セットアップ中にネッ
トワークパラメータの入力を求められません。最初は、1番目のイーサ
ネットカードのみが有効になっており、他のネットワークアダプタは
全て無効になっています。

28. [Next] を選択すると、[Time Zone Selection] 画面が表示されます。 

29. 該当するタイムゾーンを選択してください。
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30. [Next] を選択すると、[Account Configuration] 画面が表示されます。

31. 希望する root パスワードを指定します。

Root はアドミニストレータのユーザー名です。管理特権を持つユー
ザーは、VMware Management Interface（管理インターフェイス）や
サービスコンソールを使用する際にこの名前でログインします。 

32. ユーザアカウントを追加するには、[Add] を選択してください。[Add 
User] 画面が表示されます。

33. 少なくともユーザーを一人追加してください。

VMware Management Interface にログインして仮想マシンを作成、実
行する必要があるユーザー全員のアカウントが必要となります。この
時点で、これらのユーザーを追加することが可能です。

34. [OK] を選択すると、[User Account Setup] 画面が表示されます。[User 
Account Setup] 画面では、ユーザーアカウントを追加、削除、変更で
きます。

35. ユーザーアカウントを確認してください。
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36. [Next] を選択すると [About to Install] 画面が現れ、インストールログ
ファイルの格納場所を表示します。

37. [Next] を選択して、先に進んでください。インストーラがディスクの
フォーマットを行い、パッケージのインストールを開始します。

38. パッケージのインストールが完了すると、[Congratulations, ESX Server 
Installation Complete] 画面が表示されます。

39. [Next] を選択して、最終画面から再起動を行います。
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テキストモード インストーラを使ってインストール
ここでは、テキストモードのインストーラを使ったサーバマシンへの ESX 
Server ソフトウェアのインストール方法を解説していきます。下記の手順を
実行したら、「System Configuration Wizard を使ってサーバを構成 (p.56)」
を参照して ESX Server マシンの構成を行ってください。

注意： インストールプロセスでは、ESX Server インストーラが、該当する
サーバに最適だと考えられる値を手順ごとに推測して表示します。 最適だと
推測される選択肢が反転表示されますが、必要に応じて選択を変更できます。

注意： ESX Server インストーラのインターフェイスでのアクションは全て、
<Tab> キーやスペースバー、カーソルキーまたは<Enter> キーを使って実
行されます。 フィールドでは、カーソルの位置が下線のわずかな変化によっ
て表されます。チェックボックスでは、ボックスが反対色で強調表示されま
す。

ESX Server は、次の手順でインストールします。

1. サービスコンソールで使用するイーサネットアダプタに、ネットワー
クケーブルが接続されていることを確認してください。マシンにネッ
トワークカードが存在することを ESX Server インストーラが正しく検
知するには、これが必要となります。

2. VMware ESX Server の CDを CD-ROMドライブに挿入して、マシンをパ
ワーオンします。ESX Server がブートプロセスを開始します。

3. 必要があれば、[BIOS Setup] 画面を表示して、CD-ROMを最初のブート
デバイスに設定してください。

4. ブートプロンプトで、次のように入力します。
text
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5. <Enter> キーを押して先に進みます。[Welcome] 画面が表示されます。

6. ESX Server デバイスメッセージが表示された場合は、[OK] を選択して同
意してください。

インストーラが全ハードウェアをチェックし、イーサネット及び SCSI
デバイスが VMware ESX Server と互換性を持つかどうかを判断して、次
のいずれかのメッセージを表示します。 

「Unknown PCI devices」 ー このメッセージは、おそらく新製品であるた
めに、サービスコンソールがサポートしていないイーサネットまたは
SCSI PCI デバイスがマシンにインストールされていることを示します。
このようなデバイスに関する最新サポート状況の詳細は、弊社にお問
い合わせください。

「PCI devices unusable by virtual machines」 ー このメッセージは、サー
ビスコンソールではサポートされているけれども仮想マシンでは使用
できないイーサネットまたは SCSI PCI デバイスがマシンにインストー
ルされていることを示します。このようなデバイスは、ESX Server がサ
ポートしていない旧式の低パフォーマンス デバイスである可能性があ
ります。

[Installation Type] 画面が表示されます。
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[Installation Type] 画面には 3つの選択肢が表示されます。

[Default] ーこのオプションを選択すると、フルインストールが実行さ
れ、指定したパーティションに既に保存されていた情報はすべて破壊
されます。

[Custom] ーこのオプションを選択すると、フルインストールが実行さ
れます。また、キーボードとマウスの構成オプションを選択すること
ができます。

[Upgrade Existing System] ー このオプションは、既存の ESX Server イン
ストールをアップグレードします。アップグレードを行っても、既存
の ESX Server システムデータは残されます。

7. ESX Server を新しいシステムにインストールするには、[Default] または
[Custom] を選択します。

前バージョンの ESX Server が存在するシステムに ESX Server をインス
トールするには、[Upgrade Existing System] を選択してから「前バー
ジョンの ESX Server からのアップグレード (p.70)」の手順に従ってくだ
さい。

8. [Default] を選択した場合は、ステップ 12に進んでください。

[Custom] を選択すると、[Keyboard Selection] 画面が表示されます。

9. 使用しているキーボードのレイアウトを選択してください。
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10. [OK] を選択して先に進みます。[Mouse Selection] 画面が表示されます。

11. 使用しているシステムのマウスの種類を正確に選択してください。

注意： マウスの接続先コネクタの形状が丸い場合、ご使用のマウスは
PS/2 か Bus マウスです。長方形の場合は、シリアルマウスです。完全
に一致するものを見つけてください。完全に一致するものが見つから
ない場合は、ご使用のマウスと互換性を持つマウスの種類を選択して
ください。もしくは、該当するGenric マウスの種類を選択します。

注意： ESX Server のグラフィック環境（X ウィンドウシステム）は、3
ボタンマウス を使用するように設計されています。2ボタンマウスを
使用されている場合は、[Emulate 3 Buttons] オプションを選択してくだ
さい。インストール後、両方のマウスボタンを同時にクリックして、
真ん中のマウスボタンの代わりとすることができます。
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12. [OK] を選択して先に進みます。[End User License Agreement] 画面が表
示されます。

13. エンドユーザーライセンス契約書に目を通してください。[Accept End 
User License] にチェックマークを付けて、ライセンス契約書の条件に
同意してください。 

14. [OK] を選択すると、[ESX Serial Numbers] 画面が表示されます。

15. ESX Server のシリアル番号を [ESX Serial Number] フィールドに入力して
ください。

注意： シリアル番号は、ハイフン（-）も付けて入力してください。ハ
イフンが付いていない場合、そのシリアル番号は受理されません。

16. ESX Server 向け VMware Virtual SMP のライセンスを購入された場合、
[ESX Virtual SMP Serial Number] フィールドにそのシリアル番号を入力し
てください。仮想マシンに複数の仮想プロセッサを構成するのであれ
ば、このライセンスが必要となります。

注意： シリアル番号を入力すると、ESX Server 向け VMware Virtual SMP
がインストールされます。
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17. [OK] を選択すると、[Disk Partitioning] 画面が表示されます。

18. この ESX Server を未フォーマットのディスクにインストールすると 次
のメッセージが表示されます。必要に応じて [Yes] か [No] を選択して
ください。

19. ディスクのパーティション方法を指定します。

[Disk Partitioning Setup] 画面には、ディスクパーティションの種類とし
て 2 つの選択肢が表示されます。

[Manual] ー 各パーティションを手作業で作成します。既存のパーティ
ションは必ず削除しておいてください。

[Automatic] ー インストーラがディスク上にパーティションを見積も
り、作成します。自動的に指定されたパーティションは、作成後に変
更することができます。自動パーティショニングを選択した場合でも、
システムからどのデータを削除するか（あるいはデータを削除しない
か）に関してある程度ユーザーが決定することができます。

20. ディスクパーティションの種類を、[Manual] と [Automatic] から選択し
てください。 

21. [Automatic] パーティションを選択した場合、次のオプションのいずれ
かを選択してください。

[Remove all] ー システム上の全パーティションを削除します。
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[Remove all partitions except VMFS] ー VMFS パーティション（ここに仮
想マシンが保存されています）を残し、それ以外のシステム上の全
パーティションを削除します。

22. [OK] を選択して先に進みます。[Automatic] パーティションを選択した
場合、[Partitioning] 画面に ESX Server が作成したパーティションが一
覧表示されます。

23. 必要に応じてパーティションを確認あるいは定義します。

[Manual] パーティションを選択した場合は、[Partitioning] 画面にドラ
イブと利用可能なスペースのみが表示されます。

パーティションを自動的に作成した場合も、手動で作成した場合も、
ESX Server システムは 3つのパーティションを必要とします（下記参
照）。4つ目のパーティションは、空きスペースを使用して複数の論理
パーティションに分けることができます。
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24. パーティションを作成するには、[New] を選択してください。

• パーティションを変更するには、カーソルキーを使って修正する
パーティションを選択してから、[Edit] を選択します。

注意： メインブートディスク以外のディスクにパーティションを作
成しないでください。

• [Add Partition] 画面が表示されます。[Edit] を選択した場合には、画面
に指定したパーティションの情報があらかじめ読み込まれます。

25. 最初のパーティションを作成します。 マウントポイントを /bootに設
定し、タイプを ext3 に、サイズを 50MBに設定してください。
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26. 2 番目のパーティションを作成します。マウントポイントを設定せず、
タイプは swap に、サイズはサービスコンソールに割当てるメモリの 2
倍に設定してください。

サービスコンソールへのメモリの割当は、後の手順で行います。デ
フォルトのメモリ量 192MB は、仮想マシンを 8台まで管理するのに適
当な値です。サービスコンソールにこのメモリ量を使用する予定であ
れば、スワップパーティションのサイズを 384MBに設定してくださ
い。

サービスコンソールに予約するメモリ量は、16 台以下の仮想マシンで
は 272MB に、32 台以下の仮想マシンでは 384MB に、32 台より多い場
合は 512MB に、最大数の仮想マシンでは 800MBになりますので、そ
れに応じてスワップパーティションのサイズをそれぞれ 544MB、
768MB、1024MB、1600MB に変更してください。

サービスコンソールで対応アプリケーションを実行する予定であれば、
サービスコンソールに予約するメモリ量を増やしてください。十分な
メモリ量を決定するには、上記に従って決定したサービスコンソール
の予約メモリ量に、各アプリケーションが必要とするメモリ量を足し
てください。
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27. 3 番目のパーティションを作成します。マウントポイントを /に、タ
イプを ext3 に、サイズを約 2500MB に設定してください。

注意： ESX Server マシンからリモートインストールあるいはスクリプト
によるインストールを実行する予定であれば、サービスコンソールに
約 2.5GB のディスクスペースを割当てることを推奨します。インスト
レーション スクリプトを実行して ESX Server のインストール CD-ROM
の内容をコピーするには、約 460MBのスペースが必要です。

28. [Add/Edit Partition] 画面で [OK] を選択します。

29. [Partitioning] 画面で [OK] を選択すると、[Network Configuration] 画面
が表示されます。

ネットワーク情報を入力します。次の情報を指定してください。

• [Hostname] 入力フィールドにホスト名を入力します。

注意： ドメインを使用して実行する場合は、完全なドメイン名も入力
してください。
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• [Use bootp/dhcp] ー スペースバーを押すとボックスが選択され、米
印（＊）がボックスに表示されます。bootp/dhcpを使用すると、
ESX Server システムが起動する度に、このプロセスがネットワーク設
定を決定するようになります。

注意： このオプションを選択するには、使用しているDNS サーバが
サービスコンソールのホスト名を動的に生成された IP アドレスに
マッピングできなければなりません。DHCP ベースのサービスコン
ソールをセットアップする際の手順と注意事項に関しては、
「VMware ESX Server 運用ガイド」を参照してください。

• [IP address] ブロック ー [IP Address] フィールドに IP アドレスを、 
[Netmask] フィールドにネットマスクを、[Default gateway (IP)]
フィールドにネットワークゲートウェイを、[Primary Nameserver] と
[Secondary Nameserver] フィールドにはプライマリとセカンダリ ド
メインネームサーバを入力します。

注意： ネットワークカードが存在しない場合、セットアップ中にネッ
トワークパラメータの入力を求められません。最初は、1番目のイーサ
ネットカードのみが有効になっており、他のネットワークアダプタは
全て無効になっています。

30. [OK] を選択すると、[Time Zone Selection] 画面が表示されます。

31. 該当するタイムゾーンを選択してください。

注意： <U>キーを押せば素早くUSタイムゾーンに、<E>キーを押せば
素早くヨーロッパ タイムゾーンに移動することができます。

32. [OK] を選択すると、[Root Password] 画面が表示されます。
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33. 希望する root パスワードを指定します。

Root はアドミニストレータのユーザー名です。管理特権を持つユー
ザーは、VMware Management Interface（管理インターフェイス）や
サービスコンソールを使用する際にこの名前でログインします。

34. [OK] を選択すると、[Add User] 画面が表示されます。

35. 少なくともユーザーを一人追加してください。

VMware Management Interface にログインして仮想マシンを作成、実
行する必要があるユーザー全員のアカウントが必要です。この時点で
これらのユーザーを追加することができますが、後で VMware 
Management Interface の [Users and Groups] 機能を使用してユーザー
を追加するほうが便利かもしれません。

36. [OK] を選択すると、[User Account Setup] 画面が表示されます。[User 
Account Setup] 画面では、ユーザーアカウントを追加、削除、変更で
きます。
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37. ユーザーアカウントを確認してください。

38. [OK] を選択すると、[Installation to Begin] 画面が現れ、インストールロ
グファイルの格納場所を表示します。

39. [OK] を選択して、先に進んでください。インストーラがディスクの
フォーマットを行い、パッケージのインストールを開始します。パッ
ケージのインストールが完了すると、[Complete] 画面が表示されます。

40. この画面から再起動を行います。

注意： 再起動すると、システムはレガシーモード割り込みを使用した
ユニプロセッサ Linux カーネルとして起動します。一部のマシンは、レ
ガシーモード割り込みと互換性を持たない可能性があります。システ
ムが再起動後にスタートしない場合は、マシンを再起動し、LILO プロ
ンプトに linuxと入力して、マルチプロセッサの Linux カーネルとし
て起動してください。 
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ESX Server からのセキュリティ証明を
承認
Webブラウザを使用して ESX Server マシンに初めてセキュリティ接続する
と（通常はサーバの構成中に起こります。「ESX Server システムの構成 
(p.56)」をご覧ください。）、 サーバが提供するセキュリティ証明を受け付け
るかどうかを尋ねる画面が表示されます。証明書を受け付けると、VMware 
Management Interface（管理インターフェイス）を使ってサーバにアクセス
できるようになります。

これには以下のセクションの手順に従うか、使用中のブラウザに応じて同様
の作業を実行してください。

• Internet Explorer 6.0 ブラウザ向けの証明書を承認 (p.50)

• Netscape Navigator 7.0 ブラウザ向けの証明書を承認 (p.53)

• Mozilla 1.x ブラウザ向けの証明書を承認 (p.55)

Internet Explorer 6.0 ブラウザ向けの証明書を承認
管理インターフェイスに Internet Explorer ブラウザを使って接続すると、
[Security Alert] ダイアログボックスが表示されます。証明書の詳細を確認し、
証明書をインストールするには、[View Certificate] をクリックしてください。

注意： 証明書の名前が信頼された証明機関のものでない、あるいはサ
イト名と一致しないといった内容が警告メッセージに記載されている
場合、ユーザーのドメイン名に登録されていない証明書が使われてい
ます。ブラウザがこの警告を表示した場合でも、データは暗号化され、
サーバにもセキュア接続が行われます。
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1. 今セッションのみこの証明書を受け付ける場合は、[Yes] をクリックし
ます。すると、[Certificate Login] 画面が表示されます。

2. [Install Certificate] をクリックすると、ウィザードが起動して、セキュ
リティ証明書のインストール画面を順を追って表示します。

3. [Next] をクリックするとウィザードがスタートします。[Certificate 
Store] 画面が表示されます。

4. [Place all certificates in the following store] を選択してから [Browse] をク
リックします。

5. [Show physical stores] チェックボックスを選択し、次に [Trusted Root 
Certification Authorities] フォルダを展開表示します。

6. [Local Computer] フォルダを選択して [OK] をクリックします。
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7. [Next] をクリックして先に進み、[Finish] をクリックします。 

8. インポートが正常に完了したことを告げるメッセージが表示されます
ので、[OK] をクリックしてメッセージを承認し、再び [OK] をクリック
して [Certificate] ダイアログボックスを閉じます。次に [Yes] をクリッ
クして証明書を受け付けると、管理インターフェイスの [Login] ページ
が表示されます。
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Netscape Navigator 7.0 ブラウザ向けの証明書を承認
管理インターフェイスにNetscape ブラウザを使って接続すると、その証明
書が不明な認証局によって発行されている旨のダイアログが表示されます。

注意： 証明書の名前が信頼された証明機関のものでない、あるいはサ
イト名と一致しないといった内容が警告メッセージに記載されている
場合、ユーザーのドメイン名に登録されていない証明書が使われてい
ます。ブラウザがこの警告を表示した場合でも、データは暗号化され、
サーバにセキュア接続が行われます。

1. 証明書を表示するには、[Examine Certificate] をクリックしてください。

2. 管理インターフェイスからサーバに接続する度に証明書を受け付ける手
間を省くには、[Accept this certificate permanently] を選択します。

あるいは、今回のセッションのみ証明書を受け付けることも可能です。

3. [Continue] をクリックします。ドメイン名が一致しないことを警告す
るダイアログボックスが表示されます。

4. このメッセージは無視して構いません。[OK] をクリックして先に進ん
でください。ブラウザの設定によっては、セキュリティの警告メッ
セージが表示されることがあります。
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5. [OK] をクリックしてください。管理インターフェイスの [Login] ページ
が表示されます。
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Mozilla 1.x ブラウザ向けの証明書を承認
管理インターフェイスにMozilla ブラウザを使って接続すると、その証明書
が不明な認証局によって発行されている旨を告げるダイアログが表示されま
す。

注意： 証明書の名前が信頼された証明機関のものでない、あるいはサ
イト名と一致しないといった内容が警告メッセージに記載されている
場合、ユーザーのドメイン名に登録されていない証明書が使われてい
ます。ブラウザがこの警告を表示した場合でも、データは暗号化され、
サーバにセキュア接続が行われます。

1. 証明書を表示するには、[View Certificate] をクリックしてください。

2. 管理インターフェイスからサーバに接続する度に証明書を受け付ける
手間を省くには、[Remember this certificate permanently] にチェック
マークを付けてください。

3. [Continue] をクリックします。ドメイン名が一致しないことを警告す
るダイアログボックスが表示されます。

4. このメッセージは無視して構いません。[OK] をクリックして先に進ん
でください。ブラウザの設定によっては、セキュリティの警告メッ
セージが表示されることがあります。

5. [OK] をクリックしてください。管理インターフェイスの [Login] ページ
が表示されます。
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System Configuration Wizard を使って
サーバを構成
ESX Server のインストールまたはアップグレードは完了しているけれども構成
が行われていない場合、その ESX Server システムに rootユーザーが管理イン
ターフェイスを使って接続すると、System Configuration Wizard が起動しま
す。このウィザードは、vmkernelの読込みが失敗した場合にも起動します。
注意： インストールプロセスで ESX Server の構成が行われた場合は、管理
インターフェイスに初めてアクセスしても System Configuration Wizard は
起動しません。

System Configuration Wizard は、 サーバの構成画面を順を追って表示してい
きます。サーバの構成後は、管理インターフェイスの [Options] ページを
使って構成を変更することができます。

System Configuration Wizard は、サーバにネットワークアクセスできるコン
ピュータであれば実行可能です。以下の手順では、使用するワークステー
ションとは別のコンピュータを使う必要があります。

注意： 管理ワークステーションとサーバ間でセキュリティ通信が必要な場
合は、ESX Server の構成時に適切なセキュリティレベルを選択してくださ
い。詳細は、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧ください。

 ESX Server 向け VMware Virtual SMP のインストール
 ESX Server 向け VMware Virtual SMP を購入された場合、シングルあるいは
デュアル仮想プロセッサを持つ対称型マルチプロセッシング (SMP) 仮想マシ
ンを作成することができます。 ESX Server 向け VMware Virtual SMP は、ESX 
Server の構成中にそのシリアル番号を入力するとインストールされます。

ESX Server システムの構成
ESX Server マシンは、次の手順で構成を行います。

1. 対応Webブラウザを起動し、VMware Management Interface（管理イ
ンターフェイス）のURL を入力します。
http://<hostname>
ここで <hostname>の箇所には、インストール中にサーバに割当てた名前
が入ります。

ブラウザのセキュリティ証明画面が表示されます。
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2. サーバが提供するセキュリティ証明書を受け付けるかどうかをダイア
ログボックスが尋ねてきます。使用しているブラウザによって、実際
に提供される証明書は異なります。詳細は、「ESX Server からのセキュ
リティ証明を承認 (p.50)」をご覧ください。

3. セキュリティ証明書を受け付けてください。VMware Management 
Interface の [Login] 画面が表示されます。 

4. VMware Management Interface に root ユーザーとしてログインします。

System Configuration Wizard が表示されます。

[Next] をクリックしてウィザードを開始します。[End User License 
Agreement] 画面が表示されます。
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5. エンドユーザーライセンス契約書に目を通して、[I Accept the terms of 
the license agreement] にチェックマークを付けてください。

6. [VMware ESX Server] エントリフィールドに ESX Server のシリアル番号
を入力します。

 ESX Server 向け VMware Virtual SMP のライセンスを取得している場合
は、そのシリアル番号を [VMware Virtual SMP for ESX Server] フィールド
に入力してください。仮想マシンに複数の仮想プロセッサを構成する
場合、このライセンスが必要となります。シリアル番号を入力すると、 
ESX Server 向け VMware Virtual SMP がインストールされます。

エンドユーザーライセンス契約書を印刷する場合は、[Print] をクリック
します。
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7. [Next] をクリックして先に進みます。[Startup Profile] 画面が表示されま
す。

8. サービスコンソールを構成します。構成パラメータには、予約メモリ、
SCSI ストレージコントローラ、イーサネットコントローラ等が含まれ
ます。

9. [Hyper-threading] を選択すると、ESX Server がハイパースレッディング
モードで起動するようになります。このオプションは、ホストがハイ
パースレッディング機能に対応している場合にのみ表示されます。

[Reserved Memory] ー サービスコンソール向けのデフォルト予約メモリ
量 192MB は、仮想マシンを 8台まで同時に管理するのに十分な量で
す。16 台以下の仮想マシンを管理する場合は 272MB に、32 台以下の
場合は 384MB に、32 台より多くの仮想マシンを管理する場合は
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512MB にこの値を変更してください。異なるメモリ量を指定する場合
は [Other] を選択してください。ダイアログボックスに推奨範囲が表示
されます。メモリに関するバックグランド情報は、「VMware ESX Server
運用ガイド」をご覧ください。

注意： サーバに 895MB以上の RAMがインストールされている場合、
この時点で報告される利用可能なメモリ量は正確ではありません。
サーバを再起動すれば、正確なメモリ量が報告されるようになります。

[SCSI Storage Controller] ー サービスコンソールやサーバ上の仮想マシ
ンが使用するストレージアダプタを割当てます。サービスコンソール
と仮想マシンが共に最低 1個のデバイスにアクセスできるようにして
おいてください。

特定のアダプタやアレイをサービスコンソールと仮想マシンの両方で
使用する場合は、その SCSI アダプタまたは RAID アダプタを共有する
必要があります。SCSI コントローラを共有するには、[Dedicated To] リ
ストから [Virtual Machines] を選択し、[Shared with Service Console] に
チェックマークを付けてください。

SCSI または RAID デバイスを割当てる場合、デバイス割当は PCI カード
デバイス単位で実行されます。 SCSI や RAID アダプタには、複数の
SCSI/RAID ディスク、CD-ROMドライブ、テープドライブ等のデバイス
を接続することができます。

仮想マシンにできるだけ多くの SCSI/RAID デバイスを割当てることに
よって、仮想マシンが大容量記憶リソースの大半を使用できるように
しておいてください。サービスコンソールには、サービスコンソール
と ESX Server が起動するディスクが必要なため、SCSI ディスクがない
場合は、少なくとも 1個の IDE ディスクをサービスコンソールに割当
てる必要があるかもしれません。

一部のアダプタカードはマルチファンクションです。つまり、カード 1
枚に複数のアダプタが存在しています。この場合、SCSI/RAID デバイス
をサービスコンソールや VMkernel に割当てると、実際にはアダプタと
同時に SCSI/RAID ディスク、CD-ROM ドライブやその他の接続デバイ
スも全て割当てられます。この結果、SCSI や RAID デバイスの割当方法
を細かくコントロールできません。

例えば、次のような場合を考えてみましょう。マシン上で、SCSI アダ
プタ vmhba0と vmhba1が同じ SCSI アダプタカードに存在するものと
します。この場合、いずれかのアダプタを共有させようとすれば、両
方を共有しなければなりません。同様に、仮想マシンが使用できるよ
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うにいずれかのアダプタを割当てたい場合、両方を割当てなければな
りません。

注意： Fibre Channel アダプタを使用する場合、アダプタと ESX Server
システムに追加構成を行う必要があります。詳しくは、「VMware ESX 
Server 運用ガイド」の SAN及びマルチパスのセクションをご覧くださ
い。

[Ethernet Controller] ー サービスコンソールやサーバ上の仮想マシンが
使用するネットワークアダプタを割当てます。サービスコンソールと
仮想マシンが共に最低 1個のデバイスにアクセスできるようにしてお
いてください。

一般的に、一覧の最初のイーサネット アダプタをサービスコンソール
に割当て、残りのアダプタを仮想マシンで使用するように設定するこ
とをお奨めいたします。最初のアダプタを仮想マシンで使用するよう
に割当てると、サービスコンソールが自身のネットワーク アダプタに
不適当なドライバを使おうとする可能性があります。イーサネットア
ダプタは、サービスコンソールと仮想マシン間で共有できません。

一般的に、仮想マシンにはできるだけ多くのネットワーク アダプタを
割当ててください。こうすれば、ネットワーク リソースの大半が仮想
マシン専用に割当てられるようになります。本来、サービスコンソー
ルは管理インターフェイスですので、サービスコンソールに割当てる
リソースは最低限に抑えます。ただし、ESX Server マシンをリモート管
理するために、少なくとも 1個のイーサネット デバイスをサービスコ
ンソールに割当てる必要があります。

イーサネット デバイスの数が仮想マシンより少ない場合もありますが、
この場合、パフォーマンスをあまり犠牲にすることなく、仮想マシン
間で VMkernel イーサネット アダプタを共有することが可能です。
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10. [Next] をクリックして先に進みます。[Reboot] 画面が表示されます。

設定したばかりの構成で ESX Server マシンが再起動します。システム
構成によっては、再起動に 10分以上かかることがあります。タイマが
経過時間を表示します。

11. 再起動後、管理インターフェイスにログインするように求められます。
ログインすると、[Storage Management] 画面が表示されます。
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ESX Server のインストール時にサービスコンソール向けのファイルシス
テムとストレージを構成しましたが、ここでは仮想マシンを格納する
VMFS-2 パーティションを残りの空きスペースで新規作成したり、既存
の VMFS ボリュームの変更や拡張パーティションの削除を行うことが
できます。作業を行う前に、VMFS-2 用にどのパーティションをフォー
マットするのか（そのパーティションがローカルシステムと SANのい
ずれに存在するのかも含めて）、考えておいてください。次の手順で構
成する ESX Server スワップファイルは、VMFS-2 パーティションに格納
しなければなりません。

また、仮想マシンの Rawディスクや物理ディスクとして使用する場合、
あるいは他の目的に使用予定の SAN上に該当ボリュームが存在する場
合は、VMFS 用のパーティションをフォーマットしない方法を選択する
ことも可能です。

ESX Server のインストール時に設定したパーティションは、変更するこ
とができません。このようなものとして、Linux ファイルシステムを持
つボリュームや Linux またはサービスコンソールのスワップスペースに
使用されるボリュームが挙げられます。

詳しくは、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧ください。

12. [Next] をクリックします。[Swap Configuration] 画面が表示されます。

ESX Server のインストール時にサービスコンソール向けのスワップパー
ティションを構成しましたが、ここでは ESX Server がメモリ管理機能
の一部として使用するスワップファイルを設定することができます。
バックグランド情報は、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧くだ
さい。
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デフォルト構成では、サーバ上の総メモリ量に相当するサイズのス
ワップファイルが作成されます。スワップファイルの構成に変更を加
える場合は、[Change] をクリックしてください。

13. 既に構成済みのスワップファイルが存在する場合は、[Activate] をク
リックして有効にするか、[Edit] をクリックして変更できます。

14. 有効な、あるいは構成済みのスワップファイルが存在しない場合は、
[Create] をクリックし、構成してください。

スワップファイルの作成、変更時には、次の設定を指定できます。

• スワップファイルを格納するボリューム

• スワップファイルの名前。デフォルトは SwapFile.vswpです。ス
ワップファイル名を変更するには、 [File Name] リストから [Other] を
選択し、スワップファイルの名前を入力します。ファイルには、
.vswpという拡張子が必要です。

• スワップファイルの容量（MB単位）。推奨値が画面に表示されます。

• アクティベーション ポリシー。スワップファイルはシステムの起動
時に有効にすることも、手動で有効にすることもできます。

注意： 初期構成を終えた後にスワップスペースの量を変更した場合、
その変更を反映させるにサーバを再起動する必要があります。スワッ
プファイルを手動で有効にするように設定した場合、再起動後はス
ワップファイルが有効になっていませんので注意してください。手動
で有効にするには、vmkfstools -wを使用します。
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15. スワップファイルの構成を行った場合は、[Activate] をクリックしてく
ださい。それ以外の場合は、[Next] をクリックします。[ Network 
Connections] 画面が表示されます。

注意： スワップファイルを有効にした場合は [Network Connection] 画
面が表示されますので、[Next] をクリックする必要はありません。

この画面を使って、仮想マシンが使用する仮想スイッチを作成します。

16. [Next] をクリックすると、次の [Network Connection] 画面が現れ、シ
ステムの仮想スイッチを表示します。

17. [Overview] の箇所の [Add] をクリックすると、新しい仮想スイッチが作
成されます。

18. 既存の仮想スイッチに対して [Add] をクリックすると、ポートグルー
プが作成され、作成されたポートグループにラベルと VLAN ID が割当
てられます。 仮想スイッチのスピードとデュプレックス設定を構成する
には、[Edit] をクリックしてください。[Configured Speed, Duplex] リス
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トでデフォルトの [Autonegotiate] をそのまま選択し、該当するスイッ
チの最適設定を ESX Server に選択させます。 あるいは、どの設定を使用
するか明確に分かっている場合は、10 Mbps の半二重か全二重、ある
いは 100 Mbps の半二重か全二重から選択することができます。

注意： 一部のネットワークスイッチでは、スピードやデュプレックス
設定を正しく自動調節できないことがあります。この場合、ネット
ワークスイッチと ESX Server の両方のスピード及びデュプレックス設
定を固定値に設定してください。スピードとデュプレックス設定に関
する詳細情報は、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧ください。

19. [Next] をクリックします。[Security Settings] 画面が表示されます。

ESX Server マシンと ESX Server が生成するネットワーク トラフィック
向けのセキュリティレベルを指定してください。

マシンのセキュリティレベルを高く設定すると、セキュリティレベル
の低い接続方法（Telnet や FTP 等）が使用できなくなるため、マシン
への接続オプションが限られてきます。

デフォルトでは [High] セキュリティが選択されています。別の標準セ
キュリティ設定に変更するには、使用する設定をクリックします。

カスタム設定を選択するには、[Custom Security] をクリックします。
[Custom Security Configuration] 画面が表示されます。
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Secure Sockets Layer (SSL) プロトコルを使えば、VMware Remote 
Console（リモートコンソール）と VMware Management Interface 接続
の暗号化の設定をカスタマイズすることができます。ESX Server は
OpenSSL を使用しています。 

また、SSH、Telnet、FTP 及び NFS (portmap) をサービスコンソールで
有効にすることも可能です。 

20. セキュリティ設定を選択したら、[Next] をクリックしてください。構成
が完了したことを告げるメッセージが表示されますので [OK] をクリッ
クします。すると、VMware Management Interface の [Login] ページが
表示されます。
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サーバに追加のハードウェアを
インストール
仮想マシンが使用するハードウェアのインストール
システムに新しいハードウェアをインストールした場合、VMware 
Management Interface（管理インターフェイス）を使って仮想マシンにその
ハードウェアを割当てます。

1. 管理インターフェイスに root の権限でログインします。

2. [Options] タブをクリックしてから、[Startup Profiles] をクリックしま
す。すると、[Startup Profile] ページが表示されます。

3. 各デバイスの [Dedicated To] リストから [Virtual Machines] を選択し、
新しいデバイスを仮想マシンに割当てます。

4. [OK] をクリックして変更を保存します。変更を反映させるためには、
サーバを再起動してください。
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サービスコンソールが使用するハードウェアのインストール
システムに追加ハードウェアをインストールしても、マシンを起動、再起動
するだけでは、サービスコンソールは新しくインストールされたハードウェ
アを認識しません。

新しくインストールされたハードウェアをサービスコンソールに認識させる
には、 サービスコンソールに root の権限でログインし、次のいずれかを行
います。

• コマンドプロンプトで、kudzuコマンドを実行します。
• ファイル /etc/modules.confを手動で変更します。

kudzuを実行するには、
1. サービスコンソールに root の権限でログインします。

2. コマンドプロンプトで次のように入力してください。
kudzu

3. kudzuユーティリティが新しいハードウェアを検出し、/etc/
modules.confに適切なエントリを追加します。 

/etc/modules.confファイルを手作業で編集する場合は、新しいデバイ
スに対する alias 行を追加してください。例えば、aic7xxxというドライ
バ名を使用する新しい SCSI アダプタを追加するのであれば、次の行を追加
します。

alias scsi_hostadapter aic7xxx 
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前バージョンの ESX Server からの
アップグレード
ここでは、次の解説を行います。

• ESX Server 2.1 をインストールする前に (p.70)

• ESX Server 1.5.2 または ESX Server 2.0.x から アップグレード (p.72)

• デバイスドライバのマッピングを確認 (p.73)

ESX Server 2.1 をインストールする前に
ESX Server 2.1 をインストールする前に、アップグレードがスムーズに行わ
れるように下記の準備作業を行ってください。

サスペンドされている仮想マシンのレジュームとシャットダウン
前バージョンの ESX Server で作成した仮想マシンを使用する予定であれば、
アップグレードを行う前に、完全にシャットダウンしておいてください。

仮想マシンがサスペンドされている場合は、旧リリースでレジュームして、
ゲストOSをシャットダウンしてから仮想マシンをパワーオフします。

注意： 他の VMware 製品や異なるバージョンの ESX Server でサスペンドさ
れた仮想マシンをレジュームしようとすると、サスペンド状態を記録した
ファイルを破棄するか保存するかの選択を促すメッセージが表示されます。 
サスペンド状態を復元するには [Keep] をクリックし、正しい VMware 製品
を使って該当する仮想マシンをレジュームする必要があります。[Discard]
をクリックすると仮想マシンは正常に起動しますが、サスペンドした状態に
は戻りません。

Undoable モードのディスクへの変更を反映 /破棄
Undoable モードのディスクが設定されている既存の仮想マシンを使用する
予定であれば、それを作成するのに使用したリリースを削除する前に、仮想
ディスクへの変更を反映するか破棄しなければなりません。

旧リリースを使って該当する仮想マシンを一旦レジュームあるいはパワーオ
ンし、ゲストOSをシャットダウンしてから仮想マシンをパワーオフすると
プロンプト画面が表示されますので、ディスクへの変更を反映するか破棄す
るかの選択を行ってください。

仮想マシンのバックアップ
念のため、 ESX Server 2.1に移行する既存の仮想マシン用の仮想マシンファイル
（ .dskや .vmx等のファイル）のバックアップを作成しておいてください。
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vm-list ファイルのバックアップ
アップグレードを行う前に、 /etc/vmware/vm-listファイルの名前を変
更するか、そのファイルを別のディレクトリに移動して、バックアップして
おきます。アップグレードが完了した後は、ファイルを元の名前に戻すか、
元のディレクトリ /etcに戻してください。この作業を行わないと、各仮想
マシンを再び登録する必要が生じます。その場合は、サービスコンソールで
次のコマンドを使用してください。
vmware-cmd -s register <path/to/configfile>.vmx

新しい PCI デバイス割当システム
ESX Server 2.1 では新しい PCI デバイス割当システムを導入しており、同じ
ドライバに制御される SCSI ストレージ デバイスは全て、次のいずれかに割
当てられます。

• 仮想マシンが使用するように VMkernel に割当て 

• サービスコンソール に割当て

• VMkernel に割当てられ、サービスコンソールと共有

例えば、使用中の ESX Server 1.5 システムに 2枚の aic7xxx カードが構成さ
れており、その内 1枚はサービスコンソールに、もう 1枚は VMkernel に割
当てられているとします。この場合、 ESX Server 2.1 では構成を変更して、両
方のコントローラを共にサービスコンソール、あるいは（仮想マシンが使用
するように）VMkernel に割当てるか、VMkernel に割当ててからサービスコ
ンソールと共有するようにしなければなりません。 コントローラの 1つを
サービスコンソールに割当て、もう 1つをサービスコンソールと VMkernel
で共有している場合も、構成を変更する必要があります。

ESX Server 1.5 からアップグレードする場合、アップグレードスクリプトは
割当が混合しているシステムを次のように変換します。

• デバイスがサービスコンソールに割当てられている場合、そのデバイ
スは VMkernel とサービスコンソールで共有されるようになります。 

• デバイスが VMkernel に割当てられているか、サービスコンソールと共
有されている場合、アップグレードスクリプトによってそのデバイス
の割当は変更されません。

System Configuration Wizard の [Startup Profile] 画面でサーバの初期構成を
行う時に、これらのデバイスを割当てることができます。詳しくは、
「System Configuration Wizard を使ってサーバを構成 (p.56)」をご覧くださ
い。 
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ESX Server 1.5.2 または ESX Server 2.0.x から アップグレード
ESX Server 1.5.x または ESX Server 2.0.x から ESX Server 2.1 にアップグレード
するには、インストール用 CD-ROMを使います。

注意： ESX Server 1.0 や 1.1 から ESX Server 2.1 への直接アップグレードはサ
ポートされていません。

1. インストール用 CDをサーバの CD-ROMドライブに挿入します。

2. コンピュータを起動します。システムが CD-ROMから起動します。起
動しない場合は、BIOS 設定を変更して、システムが CD-ROMから起動
するようにします。

3. 最初のインストーラ画面で [Upgrade] を選択してください。

4. 今リリースの ESX Server のドライバが対応していないデバイス向けの
ドライバ ディスク（弊社提供）を持っているかどうか尋ねられます。

ドライバ ディスクを持たない場合は [No] を選択してインストールを継
続します。

弊社提供のドライバ ディスクを持っている場合は、そのドライバ ディ
スクを FDドライブに挿入してから [Yes] を選択してください。

5. 新しいサービスコンソール用に十分なスワップスペースが存在しない
場合、新しいスワップパーティションの格納場所をインストーラが尋
ねてきます。別の格納場所を使用する特別な理由がない限り、デフォ
ルトの格納場所を使用してください。 

6. [End User License Agreement ] 画面で、契約書の条件に同意してくださ
い。

7. インストーラが既存の ESX Server インストールをアップグレードしま
す。

8. アップグレードが完了し、終了画面が表示されたら、再起動してくだ
さい。マシンは、既に設定されているデバイス割当をそのまま使用し
ます。

9. サーバの再起動後、System Configuration Wizard が起動します。 サーバ
の構成に関する情報は、「System Configuration Wizard を使ってサーバ
を構成 (p.56)」をご覧ください。ウィザードから作業を行う際、次の点
に注意して、ウィザードの設定が適切であることを確認してください。

• [Licensing and Serial Numbers] 画面では、 ESX Server 2.1 のライセンス
と、購入されている場合は  ESX Server 向け VMware Virtual SMP のラ
イセンスを入力してください。
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• [Startup Profiles] 画面で、サービスコンソールに割当てられるメモリ
量を調整してください。ESX Server 1.5.2 インストールでサービスコ
ンソールに 128MB が割当てられていた場合、その値を 192MBに
アップグレードしてください。これは、最大 8台の仮想マシンを管
理するのに十分な量です。管理する仮想マシンが 16台以下の場合は
数値を 272MB に、32 台以下の場合は 384MB に、32 台より多くの仮
想マシンを管理する場合は 512MB に変更します。バックグランド情
報は、「VMware ESX Server 運用ガイド」をご覧ください。

また、SCSI コントローラに対するデバイス割当てもチェックしてく
ださい。SCSI アダプタが 1つしか存在しない場合、仮想マシンと
サービスコンソール間で共有させる必要があります。その SCSI コン
トローラの [Dedicated To] リストから [Virtual Machines] を選択し、
[Shared with console operating system] にチェックマークを付けてく
ださい。

• FTP 及び Telnet サービスは、サーバのアップグレード中に自動的に無
効になります。アップグレードを行う前に ESX Server で FTP 及び
Telnet サービスが有効になっていた場合は、サービスを再び設定す
る必要があります。VMware Management Interface にログインして、
[Options] タブを選択し、[Security Settings] コントロールパネルから
再設定を行います。

10. 希望する場合は、VMFS ボリュームを VMFS-1 から VMFS-2 にアップグ
レードして仮想マシンのパフォーマンスを向上させることも可能です。
「VMware ESX Server 運用ガイド」を参照してください。

デバイスドライバのマッピングを確認
アップグレード時に、ESX Server インストーラは
/etc/vmware/vmware-device.map.localファイルを
/etc/vmware/vmware-device.map.local.origというファイル名に変
更します。アップグレード後、vmware-device.map.local.origファ
イルを新しく作成された vmware-device.map.localファイルと比較し
て必要な変更を行ってください。ESX Server 2.1 では、一部ドライバの格納
場所が変更されていることがあります。ESX Server 2.1 では新しいドライバ
が追加されているため、vmware-device.map.localをそれ以上カスタ
マイズする必要はないかもしれません。
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4 章
リモート インストールと
スクリプト インストール
本章では、リモートインストールやスクリプトインストールを使った ESX 
Server のインストール方法について解説します。

• スクリプトを使ってインストールを実行 (p.76)

• スクリプト インストールに向けて ESX Server を構成 (p.76)

• スクリプトの設定 (p.77)

• ブートフロッピーを使ってリモートネットワークインストールを実行 
(p.84)
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スクリプトを使ってインストールを実行
ESX Server を一旦システムにインストールしたら、同じ、あるいは類似した
構成を持つ追加の ESX Server システムを迅速に展開、設定することが可能
です。この際、インストールを補助するスクリプトを作成できます。スクリ
プトは、ESX Server ソフトウェアのインストール中に選択するオプションか
ら構成されます。

全サーバをオリジナルの ESX Server システムと同じ構成でインストールし
たい場合は、オリジナルのシステムに ESX Server をインストールした時と
同じ選択をスクリプトに設定してください。

インストールは無人で実行できますが、オリジナルのインストールと同様
に、 インストーラがシステムから未知のデバイスを検出した場合は、プロン
プトが表示されるため、ユーザーからの応答が必要となります。

スクリプトを設定したら、それを使って次のいずれかの方法で ESX Server
をインストールできます。 

• 新しいシステムのローカル CD-ROMドライブに挿入された ESX Server 
CD-ROMから 

• インストールファイルが格納されているホストからネットワークを
使って

スクリプト インストールに向けて ESX Server を構成 
スクリプトインストールの実行に向けて、既にインストールしている ESX 
Server の構成を行う必要があります。スクリプトインストール向けにサーバ
を設定するには、次の手順を実行してください。

1. root の権限で、ESX Server 上のサービスコンソールに接続します。 

2. ESX Server CD-ROMドライブに CD-ROMを挿入し、ESX Server CD-ROM
をマウントしてください。
mount /mnt/cdrom

3. 次のスクリプトを実行します。
/usr/bin/scriptedinstall-setup.pl
スクリプトがインストールされたら、Apache を再起動するように求め
られます。

4. [Restart Apache Now] プロンプトで [y] と回答してください。これで
Apache が再起動し、ユーザーは VMware Management Interface（管理
インターフェイス）からログアウトします。
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スクリプトの設定
ESX Server を１つのシステムにインストールしたら、別のシステムに ESX 
Server をスクリプトインストールするためのスクリプトを設定できます。

スクリプトを設定する際、ESX Server のインストール先サーバに対してネッ
トワーク接続方法を選択する必要があります。各システムの静的 IP アドレ
スやホスト名等、独自のネットワーク ID 情報を指定することも、最初に
DHCP を使って、たくさんの ESX Server システムを迅速にセットアップする
ことも可能です。

最初にDHCP を使ってインストールスクリプトを 1つ作成し、同じフロッ
ピーイメージから複数の新しい ESX Server システムを展開することができ
ます。この場合、次に各システムを個別に構成し、独自のホスト名と IP ア
ドレスを割当ててください。この作業は、管理インターフェイスのウィザー
ドを使ったサーバ構成作業とは別に行わなければなりません。

あるいは、複数のフロッピーイメージを作成し、各イメージにスクリプト設
定時に指定する独自のネットワーク ID情報を記録することも可能です。

セットアップ プロセスの終了時に、スクリプトや他の必要なファイルをフ
ロッピーディスクにコピーする必要がありますので、フォーマット済みのフ
ロッピーディスクを手元に準備しておいてください。この際、フロッピー
ディスクにスクリプトを書き込むために dd、rawwritewinや rawriteと
いったプログラムが必要です。フロッピーディスクを作成するクライアント
のオペレーティングシステムで、このようなプログラムが動作することを確
認しておいてください。

さらに、ESX Server インストールファイルへのアクセスが必要となります。
ファイルは、最初に ESX Server をインストールしたシステムの CD-ROMド
ライブに ESX Server CD-ROMをそのまま残して使用することも、 それぞれの
新しいシステムで CD-ROMを使用することも可能です。また、ファイルを
別のサーバに保存して、ネットワークを使ってアクセスすることも可能で
す。

スクリプトは次の手順で設定します。

1. 対応Webブラウザを起動して、VMware Management Interface の URL
を入力してください。
http://<hostname>
<hostname>の箇所には、インストール中にサーバに割当てた名前が入り
ます。
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2. [Login] ページが表示されますので、root の権限でVMware Management 
Interfaceにログインしてください。[Status Monitor]ページが表示されます。

3. [Options] タブをクリックすると、[Options] ページが表示されます。 

4. [Scripted Installation] をクリックしてください。スクリプトインストー
ルに必要なコンポーネントがシステムに存在するかを ESX Server が確
認します。ESX Server が正しく構成されていない場合は、ESX Server を
セットアップするのに必要な手順を記載したページが表示されます。
サーバの準備方法を確認するには、「スクリプト インストールに向けて
ESX Server を構成」を参照してください。 

5. [Scripted Install] ページが表示されます。別の ESX Server システムの構
成にスクリプトが使用する情報を入力してください。

6. 新規インストールを行う場合は [Installation Type] リストから [Initial 
Install] を、既存の ESX Server システムをアップグレードする場合は
[Upgrade] を選択してください。

7. [Installation Method] リストから次のいずれかのオプションを選択します。

• 最初にインストールしたESX Serverシステムからネットワークを使っ
てインストールする場合は、[Network] を選択してください。ESX 
Server が、該当するサーバからのURL を検知し、使用します。例え
ば、オリジナルの ESX Server システムが esx21.vmware.comであ
る場合、そのURL は以下のようになります。
http://esx21.vmware.com:8555
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• まだESX Server インストールファイルが残っているESX Server システ
ムとは別のサーバからリモートネットワークインストールする場合
は、[Remote] を選択してください。[Remote Server URL] フィールド
に、ESX Server インストールファイルが存在するサーバの名前とポー
ト番号を入力してください。
http://<hostname>:8555/
<hostname>の箇所には、ESX Server に割当てた名前が入ります。

• 新しいシステムのローカルCD-ROMドライブに挿入したCD-ROMから
インストールする場合は、[CD-ROM] を選択してください。 

8. [Network Method] リストでは、ESX Server システムに動的 IP アドレス
を設定する場合は [DHCP] を、ESX Server システムに静的 IP アドレスを
設定する場合は [Static IP] を選択してください。

注意： 各 ESX Server システムには独自の静的 IP アドレスを設定するこ
とをお勧めいたします。ただし、DHCP を使って同じフロッピーイメー
ジから複数の新しい ESX Server システムを展開し、 次に各システムを個
別に構成して独自のホスト名と IP アドレスを割当てることも可能です。
あるいは、ここで指定するネットワーク ID 情報を記録した複数のフ
ロッピーイメージを作成することもできます。

9. [Time Zone] リストでは、これからインストールするサーバのタイム
ゾーンを指定します。オリジナルの ESX Server マシンの設定がデフォ
ルト値として表示されます。

10. [Reboot After Installation] リストでは、新しいシステムがフロッピー
ディスクを自動的にイジェクトする場合にのみ [Yes] を選択してくださ
い。

11. [Root Password] の箇所では、root のパスワードを指定します。root の
パスワードを [Password] に入力し、再びこのパスワードを [ Again] に
入力します。

12. [Next] をクリックして先に進みます。ESX Server システムに静的 IP ド
レスを設定する場合、[Networking Options] ページが表示されます。
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13. ネットワーク情報を入力してください。

14. [Hostname] フィールドにホスト名を、[IP Address] フィールドに IP ア
ドレスを、[Netmask] フィールドにネットマスクを、[Gateway] フィー
ルドにネットワークゲートウェイを、[Nameserver] フィールドにドメ
インネームサーバを入力します。

注意： ドメインを使用して実行する場合は、完全なドメイン名も入力
してください。

15. [Next] をクリックすると、次の [Scripted Install] 画面が表示されます。 

16. エンドユーザーライセンス契約書に目を通し、[I have read and accept 
the terms in the license agreement] にチェックマークを付けてくださ
い。
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17. [VMware ESX Server] フィールドに ESX Server のシリアル番号を入力し
ます。 

ESX Server 向け VMware Virtual SMP のライセンスを購入された場合、仮
想マシンに複数の仮想プロセッサを構成できるように、[VMware Virtual 
SMP for ESX Server] フィールドにそのシリアル番号を入力してくださ
い。シリアル番号を入力すると、ESX Server 向け VMware Virtual SMP が
インストールされます。

18. PCI デバイスの割当てを指定したい場合は、[Advanced Configuration]
オプションを選択してください。

注意： ESX Server スクリプトインストール用のスクリプトを設定する際
に、必ずしも PCI デバイスの構成を行う必要はありません。この作業
を行わない場合は、 最初に VMware Management Interface にログイン
した時に PCI デバイスを構成するように求められます。

19. [Next] をクリックして先に進みます。PCI デバイスの割当てを指定する
場合は、[Set PCI device allocation] ページが表示されます。

20. メモリをサービスコンソールに割当て、PCI デバイスの割り当てを指定
します。

[Service Console] リストから、サービスコンソールに予約するメモリ量
を選択してください。

サービスコンソールのデフォルトメモリ量 192MBは、最大 8台の仮想
マシンを管理するのに十分な量です。管理する仮想マシンが 16台以下
の場合は数値を 272MB に、32 台以下の場合は 384MB に、32 台より多
くの仮想マシンを管理する場合は 512MB に変更します。サービスコン
ソールがインストールに追加メモリを必要とする場合は、800MB を選
択してください。
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PCI デバイスを割当てます。次の項目を指定してください。

• [Bus]、[Slot]、[Function] 値を 16 進数で入力します。

• 各デバイスの割り当てを [Service Console]、[Virtual Machines]、
[Shared] から選択します。 

注意： PCI デバイス割当ての詳細は、「VMware ESX Server 運用ガイド」
を参照してください。

21. [Next] をクリックすると、[Partition Configuration] ページが表示されます。

22. [Partition Configuration] の箇所で、サービスコンソールの各パーティ
ションに対して以下の項目を指定してください。

• [Drive] リストでは、ディスクの一覧から選択してください。

• [Mount Point] フィールドでは、マウントポイントを指定します。最
小ブート (/boot)、root (/) 及びスワップ (swap) マウントポイントを
指定してください。

• [Size] フィールドでは、パーティションのサイズをメガバイト (MB) 単
位で指定してください。

• [Type] リストでは、ファイルシステムの種類を指定します。ext3 とス
ワップのいずれかを選択してください。スワップパーティションの
場合は [swap] を選択します。

• ディスクが一杯になるまでパーティションを拡大させたい場合は、
[Grow] チェックボックスにチェックマークを付けてください。 ブー
トパーティションとスワップパーティションは拡大可能にしないこ
とをお勧めします。 
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23. 希望通りの選択を行ったら、[Next] をクリックして先に進みます。次の
[Scripted Install] 画面が現れ、次の 2つのオプションを表示します。

• [Download Floppy Image] ー このオプションを選択すると、VMware 
ESX Server スクリプトインストールのブートディスクのディスクイ
メージが作成されます。これを使えば、別のサーバマシンに無人の
自動インストールを開始できます。

• [Download Kickstart Image] ー サードパーティの配備ツールを使って
キックスタートイメージを作成する場合は、このオプションを選択
してください。

24. [Download Floppy Image] をクリックすると、フロッピーディスクイ
メージが作成されます。

• ファイルに拡張子 .imgを付けてイメージとして保存してください。
複数のフロッピーイメージを作成する場合（例えば、初期構成に
DHCP を使用せずに、各 ESX Server システムに対してホスト名と IP
アドレスを指定したい場合）、必要に応じて設定を変更し、新しいフ
ロッピーイメージを別の名前で作成してください。

• dd、rawwritewinまたは rawriteプログラムを使ってイメージ
ファイル (.img) をフロッピーディスクにコピーしてください。作成
したフロッピーイメージ毎に新しいフロッピーディスクを作成して
ください。

注意： rawriteプログラムは、このページからダウンロードするこ
とができます。ダウンロードプロセスを開始するには、リンクをク
リックしてください。

• これで、別のマシンの FDドライブにフロッピーディスクを挿入して
マシンをパワーオンし、インストールを実行することができます。

25. [Download Kickstart File] をクリックすると、キックスタート定義ファ
イルが作成されます。
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ブートフロッピーを使ってリモート
ネットワークインストールを実行
リモートネットワークインストールで ESX Server をインストールする場合、
スクリプトを使う代わりに、ブートフロッピーイメージを作成してインス
トールを実行することも可能です。この場合、インストール中に、ESX 
Server CD-ROMの場所を指定するように求められます。

ブートフロッピーを使ってリモートネットワークインストールを実行するに
は、次の手順に従ってください。

1. dd、rawwritewinまたは rawriteを使って bootnet.imgという名
前のフロッピーイメージを作成してください。このファイルは、ESX 
Server CD-ROM上の /imagesディレクトリに存在します。

2. ESX Server をインストールするシステムにブートフロッピーを挿入して
から、サーバを起動してください。インストールプロセスが開始され
ます。

3. 最初に複数のプロンプトが表示されますので回答してください。[Install 
Type] プロンプトでは、 次のいずれかを選択します。

• [HTTP] ー 推奨インストール方法です。ESX Server CD-ROMが挿入され
ているリモートマシン名、root ディレクトリ (/) 及び HTTP ポート
8555を指定してください。

• [NFS] ー NFS サーバがセットアップされている必要があります。ESX 
Server CD-ROMを NFS サーバにコピーして、新しいシステムをNFS
サーバに接続します。

• [FTP] ー FTP サーバがセットアップされている必要があります。ESX 
Server CD-ROMを FTP サーバにコピーして、新しいシステムを FTP 
サーバに接続します。

4. 引き続きインストールを行ってください。インストールの手順は「ソ
フトウェアをサーバにインストール (p.20)」とほとんど同じですが、一
部順番が異なる箇所もあります。例えば、ネットワーク情報が既に与
えられているため、ネットワークを構成する手順は必要ありません。 
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